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 要  旨 
近年，携帯端末を用いたプッシュ型アプリケーション，状況依存型サービス等が普及している．
これらのアプリケーションは，センサやユーザ入力等を用いてユーザの状況をリアルタイムに取
得し，適宜適切な情報を提示するものである．また，現在のスマートフォン等の携帯端末では，
同様のアプリケーションをバックグラウンドで複数起動することが可能となっている． 
しかし，サービスの多様化と，多様化したユーザへの対応に伴い，携帯端末内では，ユーザ状況
やサービス情報の頻繁な送受信のためリソース消費量の膨大し，ネットワークサイドでは管理す
る情報量が増加することが懸念される． 
本研究では，状況依存型サービスを実現する上で課題となる情報量膨大化とネットワークサイ
ドと携帯端末でのリソースアクセス高頻度化の両観点から，２つの提案を行う． 
一つ目の提案は，複数のアプリケーションにより要求されるリソースへのアクセスタイミング
を集約することにより，リソースの消費量ならびにリソースへアクセスするためにかかる消費量
を削減する手法である．アプリケーション側からの要求に対して，常にリアルタイムで情報を取
得するのではなく，電力状態等を考慮して与えられた一定時間におけるアクセス頻度に基づいて
最適なアクセスタイミングを算出し，そのタイミングで情報を取得する．本手法は，出来る限り
要求されたタイミングに近いタイミングでデータを取得するためのタイミング算出アルゴリズム
である．また，電力消耗を懸念しているため，本アルゴリズムの算出に余計な電力を要しないよ
う，簡易なアルゴリズムを提案する．シミュレーション実験により，他手法と比較して少ない計
算量でリアルタイム性の高い情報を取得可能であることを示した． 
二つ目の提案は，一元管理する情報が膨大化することに対して，同様に増加している，ある限
られた場所でのみ有効な情報をその場所に蓄積する手法である．物理的に距離の近い端末同士で
情報交換する技術である近距離無線通信を用いて，その場所にいる端末が，リアルタイム情報の
送受信だけでなく，場所に紐づいた過去の情報も伝搬することで，情報が有効な範囲内で情報を
蓄積することを可能にする．本手法では，ある情報を限られたエリア内にいる端末間で共有し，
また出来る限り長い間，情報保有端末を絶やさないために情報蓄積リレー制御エリアを制御する．
また，リレーによる端末の負荷を削減するため，計算量や電力消費量の多い機能やアルゴリズム
を用いずに制御する手法を提案した．シミュレーション実験により，提案手法が端末の負荷が少
ない効率的なリレー制御で長期間情報を限られたエリア内に蓄積可能であることを示した． 
